
❖  特別講演  ❖

「これからの患者̶医療者関係とインフォームド・コンセント」

東京医療センター教育研修部臨床研修科医長　　尾藤　誠司　先生

　この20年で、我が国の患者̶医療者関係は大きな変化がありました。それは、一言でいえば、医療者側の独善的な価値観

に基づいて医療の方針が決められ、行われていた関係から、患者側の自律性が尊重される関係への変化です。この変化は、

基本的にはより望ましい変化であるといえます。しかしながら、詳細な情報を提供した上で患者さん自身に診療方針の選択

権を委ねるという診療のスタイルは、一方では、医療者の専門職としての役割意識や責任感に好ましくない影響を与えてい

るかもしれません。本講演では、医療者が陥る独善的な思考に対して、自分たちがどれほど謙虚になることができるのかと

いうこととともに、その上で医療者が自らの職責をどのように考え、患者さんと向き合うかについて皆さんとともに考える

機会としたいと思います。後半では、診療現場における具体的な場面として、現代の患者̶医療者関係の中で、インフォー

ムド・コンセントがどのようになされるべきかについて、そして、新しいインフォームド・コンセントのコンセプトとその

実践について議論を行いたいと思います。
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❖  医療安全セミナー  ❖

「組織における意思決定－日中比較政治の視点から－」

新潟大学法学部教授　　　真水　康樹 先生

　「政策決定」は、私の専門である政治学の重要なテーマのひとつです。政策決定は、政府や県庁・市役所だけのものでは

なく、企業、大学、組合、あるいは親睦団体まで、おおよそ複数の人間が集まる組織にすべて存在する問題です。そして、

政策決定と政策決定メカニズムの良し悪しは、その組織の発展や存亡と大きくかかわることになります。その意味では、政

策決定とは、あらゆる組織に共通する重要な関心事と言えるでしょう。別の言い方をすれば、良きリーダーシップとは、組

織に必要な大事な政策を決定する力であり、それを実行する能力であると言えます。政策決定は、リーダーシップの要でも

あります。日本では首相の意思さえ実現が保障されないばかりか、毎年交代するその地位の軽さは絶望的な様相です。他

方、中国政治のリーダーシップは一見とても強力にみえます。日中の違いの実像も交えながら、政策決定の意義についてご

紹介させて頂ければと考えています。
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